
議題－３　議題－３　

　流域と河川の概要について　流域と河川の概要について



　まず、さまざまな視点から「流域の概要流域の概要」をとらえ、
　　　　　　　　　　次に、「河川の概要河川の概要」をまとめていきます。

議題－３　流域と河川の概要

１．１．流域の概要

２．地形・地史

４．流域の社会状況

５．治水事業の取り組み
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流域の概要流域の概要

２．巴川中流部（大内など）

３．巴川下流部（河口域）

５．長尾川

６．山原川・塩田川

７．大沢川・草薙川・吉田川

４．大谷川放水路

８．長沢川・大正寺沢川など

３．山地・平地の河道状況

河川の概要河川の概要

６．自然環境
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議題－３　流域と河川の概要

　「巴川水系」は、
｢巴川｣､｢大谷川放水路｣､
｢長尾川｣､｢山原川｣､｢塩田川｣、
｢大沢川｣､｢草薙川｣､｢吉田川｣
などの18河川で構成されます。

流域の概要

【流域の諸元】
流域面積　　104.83k㎡
流路延長　　
　　・巴川　17.98㎞
　　・大谷川放水路　6.30㎞
支川状況　　樹枝状
流域内人口　約35万人
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議題－３　流域と河川の概要地形・地史①

　流域は地形の成り立ちから山地部、丘陵部と平野部に分類でき、
主要河川の大半は低平地を流下しています。



議題－３　流域と河川の概要地形・地史②

　「巴川水系」の流域は、縄文時代には麻機まで深い入り江に
なっていました。

古麻機湾古麻機湾

古大谷湾古大谷湾

現在現在 約約60006000年前年前



議題－３　流域と河川の概要

　巴川水系の流域は、主に安倍川の扇状地レキ層で構成されます。
麻機および大内付近には泥層の分布が見られ、その分布などから
古麻機湾などの消滅を推測することができます。

地形・地史③

有度山有度山

庵原山地庵原山地

三保三保



議題－３　流域と河川の概要

　流域の東西方向の標高差は小さく、巴川本川の縦断勾配は
約1/2,000程度と非常に緩やかです。
　本川では、河口から5.0ｋ付近まで潮の影響を受けます。

流域の勾配
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議題－３　流域と河川の概要

　山地部に位置する河川は縦断勾配が急で、瀬や淵が交互にあらわれ、
川底は砂礫で構成されます。　

山地部の河道状況

吉田川上流部吉田川上流部

塩田川上流部塩田川上流部

長尾川上流部長尾川上流部



議題－３　流域と河川の概要

　平野部は、市街地を緩やかに流れる都市型河川、川底は泥質で
あり、潮の干満を受ける汽水域となっています。

平野部の河道状況

能島橋能島橋

巴川　巴川　55kmkm（（能島橋下流）能島橋下流）

巴川　巴川　22kmkm（（千歳橋上流）千歳橋上流）

千歳橋千歳橋
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議題－３　流域と河川の概要流域の社会状況

昭和30年

〔市街化率〕 2121％％　
〔人口〕 　　1818万人万人

平成16年

〔市街化率〕 5050％％　
〔人口〕 　　3535万人万人

　昭和30年以降に急激な市街化が進みました。その殆どが、
市街地近郊の低平地の田畑や丘陵部の市街化によるものです。
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議題－３　流域と河川の概要近年の浸水状況

　近年においても、平成１５年、平成１６年と立て続けに記録的な
豪雨に見舞われています。

1594136836881.5台風8号6平成16年

860158.8345112112豪雨7平成15年

17218031945.4台風6号7平成14年

4313632044台風15号9平成13年

平成11年5月
大谷川放水路完成

1382121224847台風5号9平成10年

1136725452384.5
台風

17～19号
9平成3年

957422421638.5台風11号8平成2年

181,2011827987寒冷前線8昭和62年

12119045427547.5台風10号9昭和58年

474,31245649748台風18号9昭和57年

備 考
被害額
（億円）

浸水
家屋（戸）

浸水
面積
（㏊）

総雨量
（㎜）

時間
雨量
（㎜）

降雨要因月和暦

平成16年6月30日洪水
　葵区沓谷愛宕霊園付近

平成16年7月1日　中日新聞



近年の浸水状況（巴川中・下流部　平成16年6月30日）

継川橋付近（葵区継川橋付近（葵区瀬名川瀬名川３丁目）３丁目）愛宕霊園付近（葵区沓谷）愛宕霊園付近（葵区沓谷）

渋川橋付近（渋川橋付近（清水区江尻台町）清水区江尻台町） 南幹線（南幹線（清水区春日清水区春日22丁目）丁目）

議題－３　流域と河川の概要
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議題－３　流域と河川の概要治水事業①

巴川・長尾川・継川合流点

清水銀座

巴川流域浸水実績図

駿河湾

昭和49年7月7日洪水

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

7
/
1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

8
/
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0

1
1

日時

雨
量
（
m
m
）

長尾川

総雨量：5
08 508 ㎜

最大雨量：
84.5 84.5 ㎜ /

60分

　近年最大の洪水被害は、七夕豪雨(昭和49年7月)で、床上･床下
浸水26,156棟、浸水面積2,584ha、一般資産等被害額213億円。

7時
間で
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議題－３　流域と河川の概要治水事業②

施設整備
　・巴川本川狭さく部の河道改修　
　・大谷川放水路の開削
　・麻機地区への遊水地建設

三地域区分図

　 昭和49年の七夕豪雨での未曾有の浸水被害をうけ、抜本的な治水
対策の機運は一気に加速しました。
昭和54年からは総合治水対策特定河川事業が進められ、昭和55年
９月には巴川流域総合治水対策協議会が発足しています。

保水地域
可能な限り保水機能の増進を図るための雨水貯留施設の整備及び適正な
土地利用の誘導等を実施するもので、山地や緑地が該当します。

遊水地域
雨水や河川水が容易に流入して一時的に貯留する機能を有す地域で、遊
水機能の保持に可能な限り努めるものとします。大きく分けて麻機地域
と大内などの巴川低地が該当します。

低地地域

低地地域は川沿いの低い市街地のような地域であり、雨水が流域にとど
まったり、川から流れ込んだりして浸水被害を起こしやすい地域です。
貯留施設を設置するなどし出来る限り洪水被害の軽減を実施します。

計画概要
　・地形特性や土地利用状況により、保水地域、
　　遊水地域、低地地域の三地域区分に分類
　・当面の目標を年超過確率1/5年

(時間雨量58mm降雨を計画対象）



議題－３　流域と河川の概要

　巴川本川では、河道の狭さく部の拡幅が行われました。

治水事業③

稚児橋（河口より約稚児橋（河口より約2.72.7km)km) 高部みず高部みずべべ公園公園



議題－３　流域と河川の概要

　巴川の洪水を中流部（9.7km）の分流施設より分派。駿河湾に
直接放流する延長6,300ｍの放水路（河口にて230m3/s）です。

治水事業④

分流堰（巴川本川側より）分流堰（巴川本川側より）

洪水時

常時・洪水時

大谷川放水路全景大谷川放水路全景

放水路（小鹿橋放水路（小鹿橋付近）付近）

駿河湾駿河湾

分流分流堰堰
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議題－３　流域と河川の概要治水事業⑤

巴川巴川

第第33工区工区

第第33工区への流入状況工区への流入状況

平成16年10月の出水状況

麻機多目的遊水地麻機多目的遊水地

第第33工区工区

　麻機遊水地は昭和53年度から建設を進め、平成16年9月には暫定
計画(年超過確率1/5)に対応する第3工区(55ha)、第4工区(31ha)
の合計86haが整備されています（洪水調節機能110m3/s）。



議題－３　流域と河川の概要

　学校の校庭などを利用した雨水貯留施設、既設の池を多目的に
利用した調節池など、これまでに約170カ所を超える施設の整備
が行われました。

治水事業⑥

清水区岡町清水区岡町

ため池雨水貯留ため池雨水貯留施設施設
平常時平常時

降雨後降雨後

校庭貯留施設の状況（清水浜田小学校）校庭貯留施設の状況（清水浜田小学校） 各戸貯留施設各戸貯留施設

（葵区胸形神社）（葵区胸形神社）



議題－３　流域と河川の概要治水事業の効果①

　平成16年には1/5年規模の暫定計画が完了し、放水路・遊水地
第3,4工区が供用され、平成16年6月30日の洪水では事業効果を
発揮しました。

平常時
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総合治水対策が行われていなかった
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麻機遊水地第３工区（静岡市葵区牛田）

最大で毎秒約80ｍ3、延べ380万ｍ3

（東京ドーム３杯分）の洪水を分派

大谷川放水路（静岡市葵区古庄）



議題－３　流域と河川の概要治水事業の効果②

出水時出水時

平常時（平常時（葵区古庄）葵区古庄）

静岡新聞　平成15年7月10日
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議題－３　流域と河川の概要

　流域の自然環境は、山地部、平野部それぞれに特徴を持ってい
ます。貴重な生物としては、山地部の「カワヨシノボリ」、
平野部の「メダカ」などが確認されています。

山地部 平野部

流域の自然環境

●貴重な生物 ●貴重な生物

●典型的な生物 ●典型的な生物

メダカ

平瀬に生息、砂礫河床
に産卵

藻や水草に産卵、川や水田、
水路、沼などに生息

オイカワツルヨシ ヨシ

水温が低く比較的
開けた場所に生息

上流域砂礫河原の水の
流れの弱い部分に生育

浅く開けた平瀬か
ら淵に生息

中流から下流域の浅い
水中・水際に生育

カワヨシノボリ
（県ＲＤＢ部会注目種）

アマゴ

「川の生物図典」
(財)ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ

ホトケドジョウ
（国ＲＤＢ絶滅危惧ⅠB類）
（県ＲＤＢ絶滅危惧Ⅱ類）

湧水のある砂泥底の水草
のある所に産卵

「まもりたい静岡県の野生生物
－県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ－」
静岡県自然環境調査委員会

「まもりたい静岡県の野生生物
－県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ－」
静岡県自然環境調査委員会

（国ＲＤＢ絶滅危惧Ⅱ類）
（県ＲＤＢ絶滅危惧Ⅱ類）



議題－３　流域と河川の概要

　しかし、｢外来生物｣が流域内に広がりつつあり、巴川の生態系が、
悪影響を受ける恐れがあります。

自然環境の変化

巴巴川水系で確認されている川水系で確認されている「特定外来生物」「特定外来生物」

アレチウリ（巴川、大沢川、麻機遊水地）

ナガエツルノゲイトウ（巴川）

オオキンケイギク（長尾川）

オオフサモ（大谷川放水路、麻機遊水地）

カダヤシ（大谷川放水路）

ブルーギル（大沢川、大谷川放水路）

オオクチバス（大谷川放水路）

カダヤシ

「川の生物図典」(財)リバーフロント整備センター

ナガエツルノゲイトウ

オオクチバス

植物

魚類

ソウシチョウ（巴川）鳥類

特定外来生物とは、海外起源の外来生物であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を
及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定されます。飼育、栽培、運搬、保管、輸入、
野外に放つ、植える、蒔く、無許可の者への譲渡・引渡しが原則禁止されます。

カルムチー（麻機遊水地）



議題－３　流域と河川の概要自然環境の変化

昭和61年から平成2年の平均値

巴川と支流各地の水質巴川と支流各地の水質　　出典：巴川環境マップ
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調査年度

（mg/l）

　巴川の環境基準はC類型（環境基準類型指定値の5㎎/ℓ）に指定、
水質は改善傾向にあるものの、家庭からの排水による支川の汚れが
大きい。

区境巴川橋

港橋

区境巴川橋

港橋
平成12年以降

環境基準を達成

環境基準類型指定値環境基準類型指定値 55mg/mg/ℓℓ


